






An impact of HSP genes as new therapeutic
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図2.糖尿病モデルマウスの腎臓における HSP70mRNA発現の経時変化
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いることを報告しきた(KitadaM et al. Diabetes 52:2603・2614，2003， Koya D et al. J Am Soc 
A品phro1l4(8 Supp13):S250・253，2003)。そこで、 HSP蛋自の発現が、酸化ストレス状態
により、抑制される可能性を探るため、培養マウス賢メサンギウム細胞を過酸化水素(H2U2)


















































































また、 2型糖尿病モデルマウスである db/dbマウスと HSP70トランスジェニックマウス
の交配をおこない、 db/dbマウスに認められる腎組織・腎機能障害が、 HSP70過剰発現に
より改善を認めることができうるのかを検討している。
